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4月22日(金)の6校時に離任式が行われました。この日は、南二中に16年間勤務なさった野口敦広先
生をはじめ、昨年度まで授業や部活動、学校生活でお世話になった酒井和彦先生、冨山晃先生、
千葉万凛先生の4人をお招きして、感謝の気持ちを伝えました。
式は感染症予防のため、会場のアリーナには酒井先生、冨山先生が在籍された3年生の生徒が集まり、
2年生はGooglemeetを使ってその様子を各クラスで視聴しました。校長先生からの紹介に続き、先生方
よりお話をいただきました。野口先生からは、“新しい環境で色々な違いにどうして合わせていくかを考
えながら勉強しています。新しいクラス、新しい友だちとともに学んでいくことが皆さんの成長と思いま
す”という南二中生の活躍を願う言葉をいただきました。酒井先生からは、“Now and here.今とここ、
大切にしている言葉です。今、ここで、どれだけのことができるかを考えて行動しています。この言葉を
少し頭に入れて成長してほしい”という応援の言葉をいただきました。冨山先生からは、 “3年生として手
本となる立派な3年生になってほしい”という励ましの言葉をいただきました。千葉先生からは、“どんなと
ころでも幸せはある。どんなつらいところでも幸せはあると思っています。皆さんもひとつ幸せを見つけ
たら、次の幸せ、さらにもうひとつの幸せを見つけていってほしい”という温かな言葉をいただきました。
その後、野口先生には、サッカー部の〇〇〇〇さん(3-3)と〇〇〇〇さん(3-1)から、酒井先生には、バ
スケットボール部の〇〇〇〇さん(3-2)と〇〇〇〇さん(3-1)から、冨山先生には、旧2年3組の〇〇〇〇
さん(3-1)と〇〇〇〇さん(3-1)から、千葉先生には、吹奏楽部の〇〇〇〇さん(3-2)と〇〇〇〇さん(3-
2)から感謝の言葉と花束が贈られました。この日は残念ながら欠席だった用務職員の井上和歌子さん
には、〇〇〇〇さん(3-2)と〇〇〇〇さん(3-3)から、用務主事の遠藤直さんには、〇〇〇〇さん(3-2)と
〇〇〇〇さん(3-1)から感謝の言葉が贈られ、後日届けられます。
離任式の後には、それぞれの先生を囲む会が行われ、およそ1時間にわたり、先生方も生徒たちも別
れを惜しみました。野口先生、酒井先生、冨山先生、千葉先生、これまでありがとうございました。

離任式

互いを認め合うための『あいさつ』

進級した新２年生１４１名、新３年生１４２名、に新入生１５２名が加わり、全校生徒数４３５名で、南二中の令和4年
度がスタートしました。
今年度も学校目標『たくましい人』を目指して、心も、頭も、体もたくましい生徒の育成に、全力で取り組んでまいり
ます。
そして今年度も、目指す学校像は『笑顔あふれる学校』です。南二中に関係するすべての皆さんに、できるだけ笑
顔でいることを意識していただき、目指す学校像の実現を目指します。

さらに今年度は改めて『地域を愛し、地域に愛される学校』
となるための取り組みをとおして、関係者みんなが『誇れる
学校』を目指してまいります。
さっそくこのことについて、2，3年生へは始業式の校長講話
で、新入生へは式辞で伝え、目指す学校をみんなで作って
いこうと呼びかけました。
そしてその第1段階として、4月11日の放送朝礼では以下の
ような話をしました。

【放送朝礼の話】（要約）
「あいさつ」は昨年度も今年度も学校の「重点目標」の一つ
で、しっかりあいさつができる生徒の育成に取り組みます。
では、なぜあいさつが重要なのでしょう？
まず、あいさつには笑顔と同じ、「自分は敵ではない」という
メッセージを伝える効果があります。そして、さらに重要な
意味をもっています。
もし、みなさんがあいさつをしたのに、相手からあいさつが
返ってこなかったら、どんなふうに感じますか？不快だと感
じたり、悲しいと感じたりする人が多いのではないでしょうか？

それは、あいさつには「相手の存在を認める」という重大な
意味があるからです。つまり、あいさつが返ってこなければ、
「自分の存在を認めてもらえなかった」と感じるからです。
文字通り無視されたと感じるわけです。逆に笑顔で気持ちよくあいさつを交わすことができれば、互いを認め合い、
良い人間関係がつくれるのです。

私は今年度も毎朝７：５５から８：14の間、玄関に立って、登校してくる皆さんとできる限り一人ひとりと目を合わせ
て、気持ちの良いあいさつを交わし、一日の学校生活をスタートさせたいと思います。良かったらこの時間帯に登校
して、私とあいさつを交わしましょう！

さらに地域の方とも、気持ちよくあいさつを交わせる南二中生になって、地域に愛される学校への第一歩を踏み
出しましょう。

地域の皆さま、保護者の皆さま、本年度も本校の教育活動に変わらぬご理解とご協力をお願いいたします。

毎朝、明るく元気な声であいさつを
交わす校長先生と南千住二中生。



第33回 卒業式
新年度に伴い、教職員の異動がありました。
これまで学校を支えてくださった先生・主事さん方
ありがとうございました。

教職員の紹介
前年度3月18日(金)に、南千住二中第33回卒業式が挙行されま
した。感染症拡大予防のため、さまざまな行事が中止や短縮とな
りましたが、皆で卒業式を迎えることを目標に、クラスや学年で共に
過ごす時間を大切にして、自分たちの手で最後の中学校生活を
たいへん充実したものに作り上げてきました。3月に延期された修
学旅行を全員で楽しんでからわずか3日後の卒業式。限られた練
習時間の中で、卒業という中学３年間の集大成ともなる晴れ舞台を
全員で心をひとつにして、全力で練習に取り組みました。
当日は来賓や在校生の出席はかなわず、卒業生と保護者、教職
員のみが参列しました。厳粛な雰囲気の中、式ははじまり、3年間
に培われた強い絆を感じさせる感動的な式を行うことができました。
卒業証書授与では担任の先生から一人ずつ名前を呼ばれ、壇

上で返事をして卒業証書を受け取りました。卒業生一人ひとりの堂々とした晴れやかな表情は、誇らしくありま
した。校長先生の式辞では、「コロナ禍で送った中学校生活の経験を通して、皆さんにはどんな逆境の中で
も、前向きに取り組む力が身についたと思います。明るく輝く未来へ向けて順調にその歩みを進める秘訣と
して、“できるだけ笑顔でいよう”そして“人の悪口を絶対に言わない”ことの2つを心に決めて、進路先で素
敵な出会いをたくさん手に入れてください」とはなむけの言葉が贈られました。在校生代表として出席した生
徒会長〇〇〇〇さんの送ることばは、出席できなかった在校生分の思いも込めて、常にお手本となり導いて
くれた卒業生に感謝を伝えるものでした。
卒業生代表･前生徒会長〇〇〇〇さんの別れのことばは、「休校で最も登校日数の少ない学年だったか
もしれませんが、私たちは南千住二中で一番、仲間の大切さを知り、私たちの学校生活を支えて下さった先
生方や主事さん、栄養士さん、給食調理員さん、皆さんへの感謝を忘れない学年です。私たちにとっては最
高の三年間でした。」という感謝の気持ちが綴られていました。最後には、「三年間の思い出を胸に、新たな
道を歩んでいきます。私たちはこの学校の卒業生であることを、いつまでも、いつまでも、ずっと、誇りに思っ
ています」と友だちと出会って、皆で支え合って乗り越えた喜びが綴られていました。〇〇さんのことばは途中
から涙声に変わり、卒業生の席からもすすり泣く声が漏れ聞こえ、
その様子を見守る保護者も涙をこらえきれませんでした。
最後に、指揮・〇〇〇〇さん、伴奏・〇〇〇〇さんによる校歌の演奏
が行われました。歌唱はかないませんでしたが、二人の力強い指揮と
伴奏が会場を包み、歌詞のひと言ひと言が皆の心に深く染み入り、感
動的なフィナーレとなりました。
令和三年度の卒業生は、男子58名、女子65名、計123名で、南千住
二中の卒業生累計は3,164名となりました。卒業生の皆さんの一層の
活躍をお祈りしています。

【退 職】 用 務 主 事 遠 藤 直
【転 出】 主 幹 教 諭 野 口 敦 広 (社会) 荒川区立第四中学校へ

教 諭 酒 井 和 彦 (英語) 江東区立深川第三中学校主任教諭へ
教 諭 冨 山 晃 (数学) 西東京市立青嵐中学校へ
教 諭 千 葉 万 凛 (音楽) 荒川区立第七中学校へ
主任用務主事 井 上 和歌子 荒川区立第三瑞光小学校へ

【転 入】 主 幹 教 諭 富 岡 徹 志 (英語) 荒川区立第五中学校より
主 任 教 諭 髙 橋 宏 治 (数学) 豊島区立駒込中学校より
教 諭 大 島 陸 (社会) 大田区立志茂田中学校より
教 諭 毛 利 敦 (英語：非常勤教員) 荒川区立諏訪台中学校より
用 務 主 事 青 木 文 昭 荒川区立第三瑞光小学校より

【新規採用】 教 諭 宮 脇 大 地 (英語) 用 務 主 事 中 野 智 子

東京都体育優良生徒
〇〇〇〇さん 〇〇〇〇さん
東京都産業教育奨励賞
〇〇〇〇さん 〇〇〇〇さん
JRCメンバー卒業表彰 功労表彰
〇〇〇〇さん 〇〇〇〇さん
JRCメンバー卒業表彰 善行表彰
〇〇〇〇さん 〇〇〇〇さん 〇〇〇〇さん 〇〇〇〇さん
荒川区教育奨励賞【努力の部】
〇〇〇〇さん 〇〇〇〇さん 〇〇〇〇さん 〇〇〇〇さん
〇〇〇〇さん 〇〇〇〇さん 〇〇〇〇さん 〇〇〇〇さん 〇〇〇〇さん 〇〇〇〇さん
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